
６
月
例
会
報
告

　
６
月
例
会
は
、
６
月
　
日
（
木
）
岡
山
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
大
研
修
室
に
て
開
催
、
開
会
時
刻
は
予
定
の
午
後

６
時
よ
り
　
分
遅
れ
で
始
ま
り
、
土
田
代
表
幹
事
の
挨

拶
、
各
委
員
会
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
よ
り
、

賛
助
会
の
連
絡
事
項
（
催
し
物
）
等
が
あ
れ
ば
、
例
会
に

て
報
告
す
る
時
間
を
設
け
る
こ
と
と
な
り
、
２
社
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
例
会
報
告
後
の
講
演
会
は
「
岡
山
建
築
設
計
ク
ラ
ブ
」

と
「
Ｊ
Ｉ
Ａ
中
国
支
部
岡
山
地
域
会
」
の
共
催
で
『
木
の

力
』
と
題
し
て
、
㈱
ウ
ッ
デ
ィ
ヨ
ネ
ダ
顧
問
の
米
田
弥
寿

雄
氏
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
の
米
田
氏
は
昭
和
７
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
の
　
才
、
さ
す
が
に
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
こ
と
は
知
り
尽
く
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
木
の
長
所
短
所
、
広
葉
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
根
元
か
ら
カ
ン
ナ
掛
け
、
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
芯
が
中
央
に
あ
る
も
の
を
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
、
一
本
の
み
の
大
樹
は
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
良
い
物
は
無
い
等
々
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
、
薬
師
寺
の
修
理
を
手
掛
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
西
岡
棟
梁
の
依
頼
で
、
樹
齢

千
年
物
の
木
を
集
め
た
時
の
苦
労
話
な
ど
の
お
話
し
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
沖
縄
の
首
里
城
の
門
に
つ
い
て
も
、
昔

は
地
元
材
の
イ
ヌ
マ
キ
を
使
用
し
て
い
た
が
、
戦
争
で
焼

け
て
し
ま
い
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
台
湾
よ
り

材
料
を
仕
入
れ
た
が
半
数
は
返
品
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。
講
演
の
中
で
私
が
特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
木
の

並
び
で
「
左
始
ま
り
で
根
元
、
右
側
が
先
」
と
す
る
の
が

順
木
で
、
長
押
で
も
框
で
も
左
が
元
で
、
右
側
に
先
を
向

け
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
講
演
で
、
一
時
間
も
ア
ッ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応
答
が

あ
り
、
齊
藤
副
代
表
幹
事
よ
り
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
参
加
者
は
　
名
で
し
た
が
、
講
演
を
聞
い
た

方
々
に
は
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

 

テ
ー
マ
交
流
委
員
長
　
於
東
　
利
夫

第
　
回
学
校
と
の
懇
談
会
報
告

　
去
る
、
６
月
７
日
（
土
）
　
時
　
分
よ
り

　
時
ま
で
、
「
第
　
回
学
校
と
の
懇
談
会
」

が
岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
　
校
の
参
加

で
、
学
校
側
先
生
　
名

、

学

生

・

生

徒

　

名
、
Ｏ
Ｋ
Ｃ
側
　
名
の
、
合
計
　
名
の
参
加

者
で
し
た
。

　
出
席
者
の
紹
介
、
Ｏ
Ｋ
Ｃ
側
の
報
告
等
に

続
き
、
今
回
も
、
参
加
者
を
５
テ
ー
ブ
ル
に

分
け
て
、
グ
ル
ー
プ
懇
談
の
後
、
全
体
会
に

移
り
、
各
テ
ー
ブ
ル
懇
談
内
容
発
表
、
質
疑

応
答
の
形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
の
Ｏ
Ｋ
Ｃ
正
会
員
の
実
施
設

計
図
書
、
竣
工
写
真
等
や
賛
助
会
員
有
志
の

会
社
案
内
も
自
由
に
見
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
学
生
・
生
徒
か
ら
の
「
設
計
事
務
所
に
就

職
し
た
い
が
ど
う
し
た
ら
良
い
か
？
」
「
な

ぜ
、
建
築
設
計
の
仕
事
に
就
い
た
の
か
？
」

「
建
築
設
計
の
仕
事
の
魅
力
は
？
」
「
在
学

中
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
？
」
「
東
京
で
就
職

し
た
い
が
価
値
が
あ
る
の
か
？
」
等
の
質
問

に
対
し
て
、
Ｏ
Ｋ
Ｃ
側
の
出
席
者
が
丁
寧
に

答
え
て
行
き
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
懇
談
は
、
学
生
・
生
徒
が
話
し

易
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
施
し
て
い
る
の
で

す
が
、
活
発
な
発
言
が
出
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
全
体
会
で
も
、
Ｏ
Ｋ
Ｃ
側
の
参
加
者
よ

り
、
実
体
験
を
踏
ま
え
た
深
い
内
容
の
話
が

聞
け
ま
し
て
、
学
生
・
生
徒
さ
ん
に
は
、
多

く
の
収
穫
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
充
実
し
た

会
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　 

事
業
委
員
長
　
大
垣
　
克
己

建
球
会
報
告

　
第
　
回
岡
山
建
築
設
計
ク
ラ
ブ
建
球
会
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
が
参
加
者
　
名
で
、
平
成
　
年
５
月
　
日
『
東

児
が
丘
マ
リ
ン
ヒ
ル
ズ
』
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
見
事
優
勝
し
た
の
は
金
谷
庸
一
さ
ん
（
コ
ク
ヨ
山

陽
四
国
販
売
）
で
し
た
。
『
ハ
ン
デ
に
助
け
ら
れ

た
』
が
優
勝
の
弁
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
出
席
で
き
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
会
員
・
賛
助
会
員
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
多
数
の
協
賛
品
を
頂
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
式
で
は
全
員
に
豪
華
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
授
与
が
行
わ
れ
歓
談
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
開
催
に
つ
き
ま
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
是
非
、
ご
参
加
の
ほ
ど
宜
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
優
勝
　
金
谷
庸
一
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
　
）
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
　
・
０
）

　　
　
　
　
　
タ
ニ
コ
ー
株
式
会
社
　
佐
藤
　
健
治

「家のトンネル」
商店街から一本入った路地の上部に民家が…

奥の民家も軒が長く、家のトンネルを貫ける路地でした。

運動公園内にあったPool houseです。
私が小学生だった40年以上前は、
入場料大人30円こども15円だったと

記憶しております。

「倉敷市立美術館(旧倉敷市庁舎)」
1958(昭和33)年、倉敷市庁舎として建設された。設計は丹下健三氏で、そのコンセプトは
「倉敷の伝統と近代的発展、しかも市民のよりどころになるにふさわしい建物」であった。
屋上は野外コンサートも可能な市民広場としても計画され、そこから見える倉敷は、
白壁の伝建地区とは打って変わった都市風景として、その広がりを見せている。

「広島銀行岡山支店」
(真魚丸)

写　真
「お気に入りの
　　建築物」
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